
（様式第１０号）
事業計画書
　　　　　　　　　　　　　　　　
１　事業計画
	①　児童の健全育成に関する基本的な考え方
【ア　学童保育所・学童クラブの運営方針】
放課後児童健全育成事業を実施することに当たっての基本的な方針、考え方について記述してください。









【イ　特別な支援を要する児童の保育のあり方】　
障害児（身体・知的・精神・発達障害）及び診断はついていないが発達に特性のある児童等の特別な支援を要する児童の受入れや療育機関との関わりなど、支援の考え方について記述してください。









②　運営に関する基本的な考え方
【ア　職員の配置（職員数、勤務体制）、処遇、勤務条件等の考え方】
（１）具体的な常時の勤務人数を記述してください。
	常時の職員数
	名


※開所時間中、途切れることなく配置される職員数を記載してください。
※放課後児童支援員の最低配置基準は２名です。
（ただし、そのうち１名は補助員でも可能）

（２）職員の定着や労働環境の改善（職員が働きやすい環境づくり）について具体的な取組を記述してください。










【イ　人材育成、研修体制の考え方】
職員の人材育成、研修の計画について記述してください。












【ウ　サービスの向上を図るための具体的手法】
　利用児童、保護者からの意見や要望等の把握、またそれらに対応するための方針や体制等及び学童保育のサービス向上に向けた取組について記述してください。











【エ　食育についての考え方】
おやつの提供について、発育に合わせた内容や栄養バランス、手作りの取組、バリエーションの工夫などの考え方を記述してください。













【オ　個人情報の保護と管理】
個人情報の適切な取扱いに関する取組について具体的に記述してください。











【カ　年間活動計画】
年間の基本的な行事等の計画について具体的に記述してください。











③　安全と衛生の確保
【ア　安全確保対策】
不審者対策や避難訓練の計画、緊急時の対応体制（マニュアルの整備等）、アレルギー対応や誤飲・誤食防止、食中毒予防など、具体的な取組について記述してください。







【イ　衛生面の対策】
感染症対策を含む衛生管理の具体的な対策について記述してください。









④ 関係機関等との連携
【ア　学校との連携】
学校との情報共有や意見交換等の連携に関することについて具体的な取組を記述してください。









【イ　家庭との連携】
保護者とのコミュニケーションや信頼関係を築くための取組を記述してください。









【ウ　当該地域との交流の考え方】
地域のボランティアや高齢者、中・高校生等との関わりについて具体的な取組を記述してください。













